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事務事業総点検の結果と「改革のカルテ」について（概要） 

 
 本市では、「市民の皆様の税金を 1円たりとも無駄にしない」ための取組みの

一つとして、全庁をあげて事務事業総点検を実施しました。 
 この事務事業総点検の結果については、平成 23 年度予算へ繋げるとともに、

次年度以降もこの事務事業総点検総括表を「改革のカルテ」と位置付け、常に

見直すことが当たり前のこと、いわゆる「見直しの常態化」のツールに発展さ

せるものです。 
 
１ 事務事業総点検の目的 

  事務事業総点検（以下「総点検」という。）は、市が実施している事務事業

が、今日的にはその意義が変わっていないか、やり方によってはコストを掛

けずに実施できないか、国や県とサービスが重複していないか、時代の変化

の中で「市民や民間との協働」によって行えないか、「民間にできること、民

間が実施していること」や「市民ニーズが薄れてきている事業」を前例踏襲

で漫然と続けていないかなど「そもそも論」から見直すものです。 
 
２ 総点検の概要 

 （１）対象事業 
公営企業会計を含む全会計に属するすべての事務事業及び直接的な予

算を伴わない事務事業を含む行政のすべての分野を対象としました。 
（２）基準日 平成 22 年 4 月１日 
       ただし、法令等の施行前であっても、平成 22 年度予算に計上

した事業については、基準日に施行されたものとしました。 
 （３）総点検の基準 

    事務事業見直しメルクマール（判断基準） 
 （４）実施主体 

    ・一般会計及び特別会計に属する予算を要求する各課 
    ・公営企業会計は、財務事務を主管する各課 
 
３ 総点検の特徴 

 （１）歳出関連 

    予算上の事務事業の中で複数の事業を実施している場合は、予算上の

事務事業ではなく、可能な限り事業を細分化した事業単位（以下「事業」

という。）としました。 

 （２）歳入関連 

    平成 20 年度決算において、収入未済（繰越事業の財源を除く。）及び

不納欠損が生じている科目並びに使用料及び手数料のすべてとしました。 

 （３）特別会計及び公営企業会計関連 

    特別会計については、一般会計からの繰出金を対象とした点検に加え、

国民健康保険事業特別会計外５特別会計及び３公営企業会計については、
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各会計を 1つの単位とみなして点検を実施しました。 

 （４）改革の当事者意識の醸成 

    各事業の実施責任者である課長が、自ら考える「見直しの方向性」を

総点検表に記載することにより、改革のマネジメント意識の醸成を図る

工夫をしました。 

 

４ 「改革のカルテ」について 

  事業実施所管課長が考える見直しの内容に対して、「更なる見直しの余地」

がないかとの視点で行財政改革推進本部が考える見直しの方向性と内容を

「行革本部の見解」として記載し、当該事務事業総点検総括表を「改革のカ

ルテ」と位置付けました。 

 

５ 総点検の結果（全 1,966 事業） 

 （１）歳入（258 事業）及び直接的な予算を伴わない事業（29 事業） 

 所 管 課 長 が 考 え る

見直しの方向性

構成比 

（％） 

行革本部が考える

見直しの方向性

構成比 

（％） 

廃止 (凍結 ) － － ０ ０．０ 

縮 小 － － ０ ０．０ 

統 廃 合 － － １ ０．４ 

移 管 － － １ ０．４ 

事 務 改 善 － － １０６ ３６．９ 

拡 大 － － ９３ ３２．４ 

終 了 － － １ ０．４ 

継 続 － － ６４ ２２．２ 

プ ラン候 補 － － ２１ ７．３ 

合  計 － － ２８７ １００．０ 

（２）歳出（1,679 事業） 

 所 管 課 長 が 考 え る

見直しの方向性

構成比 

（％） 

行革本部が考える

見直しの方向性

構成比 

（％） 

廃止 (凍結 ) １７ １．０ ３９ ２．３ 

縮 小 ３７ ２．２ ５７ ３．４ 

統 廃 合 ６２ ３．７ １２８ ７．６ 

移 管 ２３ １．４ ７６ ４．５ 

事 務 改 善 ２７２ １６．２ ４４１ ２６．３ 

拡 大 ２００ １１．９ ６５ ３．９ 

終 了 ３９ ２．３ ５９ ３．５ 

継 続 １，０２９ ６１．３ ６１５ ３６．６ 

プ ラン候 補 － － １９９ １１．９ 

合  計 １，６７９ １００．０ １，６７９ １００．０ 

（注）・所管課長は、「歳出」のみ見直しの方向性を記入。 

・「プラン候補」とは、（仮称）新行財政改革推進プランへの掲載候補事業である。 
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６ 事業の再構築 

今後は、行革本部の見解（「更なる見直しの余地」）を起点として、改革の

当事者である各局各課（現場）が、市民サービスを向上させるために、知恵

と工夫により従来の仕組みや制度をゼロベースで見直し、改めて制度設計し

（事業の再構築）、予算や組織定員などに再構築結果を反映させることとなり

ます。 

 

７ 「改革のカルテ」の平成 23 年度予算への反映とその公表 

改革の当事者であり、局のマネジメント責任者である各局長が、主体的か

つ責任をもって改革を実行するため「改革のカルテ」を起点とした事業の再

構築を行った成果を直近の平成 23 年度予算に反映させる仕組みとして「局長

マネジメント予算方式」を導入しました。 

なお、各局が事業の再構築を行った成果の平成 23 年度予算への反映結果に

ついては、その概要を予算案と合わせて公表する予定です。 

 

８ 「見直しの常態化」サイクルの構築 

事務事業総点検を起点とした見直しは、翌年度の事業計画策定時点、予算

編成、年度当初、事業実施時点、事業完了時点など常に見直しを行うための

ツールとし、見直すことが当たりまえのこと、いわゆる、「見直しの常態化」

サイクルを構築しました。 
 

９ 事務事業総点検〈改革のカルテ〉の公表 

  事務事業総点検〈改革のカルテ〉は、各区役所の情報公開コーナーに配置

するとともに、市のホームページに掲載します。 

〈公表内容〉 

・情報公開コーナー 事務事業総点検〈改革のカルテ〉 

・ホームページ   事務事業総点検〈改革のカルテ〉（局単位） 

           総点検表（局単位による全表） 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


